
JCA 九州支部｜2026年度

コミュニケーション学・サマーワークショップ
Teaching Communication: 学びのコミュニティをつくる2日間

2026年 9月7日（月）– 8日（火）｜西南学院大学＋オンライン

対象：大学院生（博士後期）／博士号取得後5年程度のキャリア初期 ｜ 対面約20名 ｜ JCA会員無料

ティーチングを「個人技」から「共有知」へ

教育理念、シラバス、教材、課題、評価方法、参加型授業、オンライン／ハイブリッド授業など、普段は
なかなか共有されない授業づくりの経験と工夫を持ち寄ります。大学や世代、専門領域の垣根を越えて、
コミュニケーション学の授業をより豊かにするヒントを一緒に探しませんか。

0
1 ティーチングの質的向上

を図る

学部教育の発展、学部生が
コミュニケーション学を楽し
いと思える授業を目指す

0
2 あらゆる垣根を越えて、

ともに学びあう

普段共有されないシラバス
や教育・指導方法を交換
共有する

0
3 専門性を高め豊かにする

コミュニケーション学の個別
テーマ専門領域ごとの実践
を共有し、幅広い領域を指
導できるようにする

PROGRAM

DAY 1｜9月7日（月） DAY 2｜9月8日（火）

12:45 集合・コーヒーブレイク／自己紹介

13:00
オープニング・ディスカッション

（コミュニケーション教育研究会）

14:00

石黒武人先生（立教大学）
構成主義的授業プロセスの生成：

「異文化コミュニケーション概論」を中心に

15:30

16:30

吉武正樹先生（福岡教育大学）
コミュニケーションの理論と教育の連続性を求めて：

英語教育の実践と教員養成の場から

17:30 本日の振り返り

19:00 夕食懇親会

9:00

川井田健斗さん（南フロリダ大学大学院博士後期）
米国におけるコミュニケーション学教育：
オンデマンド授業とハイブリッド型授業の事例報告

10:30

宮崎新先生（名城大学）
アクティブラーニング時代のスピーチ教育：

異なる教授言語とクラスサイズの実践から

11:30 ランチ

13:00
五十嵐紀子先生（新潟医療福祉大学）

個人的経験と教育の接続点を探る

15:00 クロージング・ディスカッション

16:00 解散

参加者募集中｜対面参加を重視した、対話型のワークショップです

申込書に専門・担当講座・ティーチング上の悩み等をご記入のうえ、お申し込みください。

主催：日本コミュニケーション学会（JCA）九州支部 ｜ 総合コーディネーター：清宮徹（西南学院大学）

池田理知子先生（福岡女学院大学）
講義系科目での参加型授業の可能性：

コロナ禍での取り組みを生かす

＊各セッションは1時間で、議論の時間を多くとります

備考：9月7日10：00より、講師陣の事前打ち合わせを行います
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